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県内在住外国人を対象にしたモニターツアーを開催しました

新型コロナウイルス感染拡大により、インバウン

ドは止まっている状況ですが、当法人ではコロナ下

でもできる限りの受け入れ体制整備やコンテンツ磨

き上げに努めております。

その取り組みの一つとして、県内在住の外国人を

対象にしたモニターツアーを開催しました。これは、

外国人との交流機会を通して外国人対応に慣れても

らうほか、県内在住外国人にエリア内のコンテンツ

を体験してもらい、意見交換を通してより良い体験

を目指すこと目的にしています。

7月には三種町のじゅんさい摘み取り体験、8月に

は藤里町の里山体験と農家民泊を実施しました。

実施後はアンケートを行っており、それぞれで以

下のような意見が出ました（一部抜粋）。今後はこ

れらの意見を踏まえて磨き上げを行っていきます。

【じゅんさい摘み採り体験】

・googleマップで探しながら向かったが、ピンの場

所が違って分かりづらかった

・服装・持ち物について事前にメールでお知らせし

てくれたらうれしい

・体験自体は日本語が話せなくても大丈夫だった。

【藤里町里山体験、農家民宿、藤駒登山など】

・農家民宿のホストに、食事制限の内容が適切に伝

わっていなかったが、それ以外は満足だった。

・参加した5人中２名が食事の量が多かったと回答

・浴衣を着ながら町を歩くのが最高でした。

・地域の方々と会って話すことができてよかった。



白神の恵み通信Vol.

あきた白神ツーリズムからのお知らせ

当法人ではターゲットの台湾などに、どの様なコ

ンテンツが響くのか、既存のコンテンツの改善点は

ないかなどを探るために行っている実証事業があり

ます。現在は新型コロナ感染拡大を踏まえ、事前の

PCR検査受診により、陰性を確認してからエリアに

入れているほか、対応人数を最小限にし、マスク着

用や手指消毒、ソーシャルディスタンスなど、予防

策を徹底しながら実施しております。

具体的には、台湾・香港で圧倒的なユーザー数を

誇る日本の情報発信メディア「樂吃購（ラーチー

ゴー）！日本」を運営している、ジーリーメディア

グループの記者に、各地のコンテンツを体験しても

らい、アドバイスをしてもらうことが中心となりま

す。実施後には記者目線でコンテンツや施設につい

てのレポートを提出してもらっており、今後の改善

や受入体制整備に役立てております。

今回は、天空の不夜城の見学や、じゅんさいを中

心とした三種町での収穫体験が中心でしたが、津軽

エリアのDMO「Clan PEONY（クランピオニー）津

軽」とも連携し、青森側から巡るルートを実体験し

てもらいました。「弘前でもまだ多言語表記が不十

分」「収穫体験はすごく面白いが、単独で体験して

もらうのは難しい、農家民泊の中のコンテンツとし

て整備してほしい」など、記者からは率直な意見や

アドバイスをいただいておりますので、さらなる魅

力的な商品造成につなげてまいります。
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ジーリーメディア記者によるコンテンツ発掘事業

(仮称)秋田県観光ビジョン等に関わるワーキンググループへ参加

秋田県では新たな「観光振興ビジョン」を策定す

ることとしており、検討委員会では重点施策として

「アフターコロナを見据えたインバウンド戦略の再

構築」などが掲げられております。

それに関連して、地域振興局単位で「観光エリア

における特色あるプロジェクト・構想の作成に向け

たワーキンググループ」が開催されており、当法人

からは、山本地域ワーキンググループに兜森事務局

長が参加しております。会議では、このエリアの特

色である白神山地の自然や、この地域ならではのコ

ミュニティなどを中心に、中長期的な構想について

議論されて

います。

(左) 天空の不夜城には記者も感動
(右) じゅんさい摘み採りから鍋づく

り体験まで行った


